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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成21年3月12日(2009.3.12)

【公開番号】特開2007-67785(P2007-67785A)
【公開日】平成19年3月15日(2007.3.15)
【年通号数】公開・登録公報2007-010
【出願番号】特願2005-250728(P2005-250728)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｂ   7/24     (2006.01)
   Ｈ０４Ｗ  16/26     (2009.01)
   Ｈ０４Ｈ  20/00     (2008.01)
   Ｈ０４Ｂ   7/15     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｂ   7/24    　　　Ｂ
   Ｈ０４Ｂ   7/24    　　　Ａ
   Ｈ０４Ｈ   1/00    　　　Ｅ
   Ｈ０４Ｂ   7/15    　　　Ｚ
   Ｈ０４Ｈ   1/00    　　　Ｕ

【手続補正書】
【提出日】平成21年1月28日(2009.1.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　互いに異なる通信エリアを有する少なくとも第１と第２の防災無線システムを有し、上
記第１の防災無線システムは、統括基地局と上記統括基地局と無線通信で結合される複数
の子局を有し、上記第２の防災無線システムは、基地局と上記基地局と無線通信で結合さ
れる複数の子局を有し、上記統括基地局から送信された情報を上記基地局に伝送する中継
設備を有することを特徴とする無線通信システム。
【請求項２】
　請求項１記載の無線通信システムにおいて、上記中継設備が上記第２の防災無線システ
ムの上記基地局と無線通信する場合、上記第１と第２の防災無線システムで使用される無
線キャリアとは異なる無線キャリアを用いることを特徴とする無線通信システム。
【請求項３】
　請求項１または２記載の無線通信システムにおいて、上記統括基地局は、記憶部を有し
、少なくとも上記第２の防災無線システムの上記基地局からの受信確認信号を監視する受
信確認テーブルを上記記憶部に記憶し、上記統括基地局から送信された情報が上記基地局
で受信され、上記基地局から送信される確認信号を上記統括基地局は、上記記憶部に記憶
されている上記受信確認テーブルに基づいて確認することを特徴とする無線通信システム
。
【請求項４】
　請求項１から３のいずれか１項に記載の無線通信システムにおいて、上記統括基地局は
、記憶部を有し、上記記憶部に少なくとも上記第１と第２の防災無線システムを構成する
複数の子局からの受令登録をする受令登録テーブルを有し、上記統括基地局が一斉通報に
よる情報を送信した場合、上記子局からの受令確認情報を上記受令登録テーブルに登録す
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ることを特徴とする無線通信システム。
【請求項５】
　互いに異なる通信エリアを有する少なくとも第１と第２の防災無線システムを有し、上
記第１の防災無線システムは、統括基地局と上記統括基地局と無線通信で結合される複数
の子局を有し、上記第２の防災無線システムは、基地局と上記基地局と無線通信で結合さ
れる複数の子局を有し、上記統括基地局から送信された情報を上記基地局に伝送する中継
設備を有する無線システムにおいて、上記中継設備が上記統括基地局から送信された情報
を受信し、上記中継設備が該受信した情報を上記基地局に送信し、上記基地局は、受信確
認信号を上記中継設備に送信し、上記中継設備は、上記受信確認信号を上記統括基地局に
送信することを特徴とする無線通信方法。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　本発明の無線通信システムは、互いに異なる通信エリアを有する少なくとも第１と第２
の防災無線システムを有し、上記第１の防災無線システムは、統括基地局と上記統括基地
局と無線通信で結合される複数の子局を有し、上記第２の防災無線システムは、基地局と
上記基地局と無線通信で結合される複数の子局を有し、上記統括基地局から送信された情
報を上記基地局に伝送する中継設備を有することを特徴としている。
 
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　また、本発明の無線通信システムにおいて、上記中継無線設備が上記第２の防災無線シ
ステムの上記基地局と無線通信する場合、上記第１と第２の防災無線システムで使用され
る無線キャリアとは異なる無線キャリアを用いるように構成される。
 
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　また、本発明の無線通信システムにおいて、上記統括基地局は、記憶部を有し、少なく
とも上記第２の防災無線システムの上記基地局からの受信確認信号を監視する受信確認テ
ーブルを上記記憶部に記憶し、上記統括基地局から送信された情報が上記基地局で受信さ
れ、上記基地局から送信される確認信号を上記統括基地局は、上記記憶部に記憶されてい
る上記受信確認テーブルに基づいて確認するように構成される。
 
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００１４】
　また、本発明の無線通信システムにおいて、上記統括基地局は、記憶部を有し、上記記
憶部に少なくとも上記第１と第２の防災無線システムを構成する複数の子局からの受令登
録をする受令登録テーブルを有し、上記統括基地局が一斉通報による情報を送信した場合
、上記子局からの受令確認情報を上記受令登録テーブルに登録するように構成される。
 
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　更に、本発明の無線通信方法は、互いに異なる通信エリアを有する少なくとも第１と第
２の防災無線システムを有し、上記第１の防災無線システムは、統括基地局と上記統括基
地局と無線通信で結合される複数の子局を有し、上記第２の防災無線システムは、基地局
と上記基地局と無線通信で結合される複数の子局を有し、上記統括基地局から送信された
情報を上記基地局に伝送する中継設備を有する無線システムにおいて、上記中継設備が上
記統括基地局から送信された情報を受信し、上記中継設備が該受信した情報を上記基地局
に送信し、上記基地局は、受信確認信号を上記中継設備に送信し、上記中継設備は、上記
受信確認信号を上記統括基地局に送信することを特徴としている。
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